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ロータリーの綱領
ObjectofRotary

綱領

ロータリーの綱領は，有益な事業の基礎として奉仕の理想を鼓吹し、これを育成し、特に次の各項を

鼓吹．育成することにある；

第１奉仕の機会として知り合いを広めること；

第２醜業および卵門職務の道徳的水準を高めること；あらゆる有用な業務は尊重されるべきである

という畷識を深めること；そしてロータリアン各自が，業務を通じて社会に奉仕するためにその業務を

品位あらしめること；

第３ロータリアンすべてが，その個人生活，事業生活および社会生活に常に奉仕の理想を適用する

こと；

第４奉仕の理想に結ばれた．邪業と専門職筋に換わる人の世界的親交によって，国際間の理解と親

善と平和を推進すること。

Object

TheobjectofRotaryistoencourageａｎｄｆＯｓｔｅｒｔｈｅｉｄｅａｌｏｆｓｅｒｖｉｃｅａｓａｂasisofworthy

enterpriseand，ｉｎparticular，tocncourageandfoster；

First・Thedevclopmentofacquaintanceasanopportunityforservicc；

Second・Highethicalstandardsinbusinessandprofessions；lherecognitionofthe

worthinessofalIusefuIoccupations；andthedignifyingofeachRotarian･soccupation

asopportunitytoservesociety；

Third・TheapplicationoftheidealofserviceineachRotarian･spersonaI，

busincssandcommunitylife；

Fourth・Theadvancementofinternationalunderstanding，goodwill，ａｎｄｐｅａcethrough

aworldfellowshipofbusinessandprofessionalpersonsuniledintheidealofservice．
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鱗 Rotarylnternational

カルロ・ラビッツァ，イタリア，ミラノ市

1998-99年度伺際ロータリー会長エレクト

1995-97年度ロータリー財団管理委旦会委員

１９９４－９５年艇ニース岡際大会委員会委瓜長

1985-86年腿、際ロータリー副会長

1984-86年庇IWl際ﾛー ﾀﾘー 理ﾘ

oneRotaI･ｙｃｅｎにr

l560ShermanAvenue

Evanston,IL60201-3698USA

PhonG：８４７－８６６－３０００

ＦＡＸ：８４７－８６６８２３７

１ntGmelE-maiI：

pid＠Ｉ･iOl.c・mhs・COmI〕uscrve.c(〕、

カルロ・ラピッツァ氏は，産業用コンビナートおよびオフィス・ビルのデザインを国際的規模で専門に

扱う，Ｉﾂ身の名前が付されたカルロ・ラビッツァ建築那務所の元繰街者です。氏はまた，イタリアおよ

びスイスの両国において経徴および財務のコンサルタントをつとめておられます。ミラノ市に生まれ，

ミラノ大学において上木工挙を叫攻され‘同大学を卒業されました。

ラビッツァ氏は，イタリア技術州ﾒｶ会およびスイス技術.,If・辿築業者協会の会ｕで，公此施設およびノヒ

産工勘の設計企画に顕善な貢献をされたことによりドイツ連邦共和国から２回、授賞されておられます。

ロータリーを通じ，ラビッツァ氏は，世界中の人々の生活をＩｉ,1上させるために尽力してこられました。

1996ｲに，同氏は，遊牧民の子供たちに対しポリオの免疫付lj:を施すロータリー活動を妃鍬するために

ケニア北部へ派巡された奉仕班を引率いたしました。その奉仕班は．雨勝2000年までにポリオの換滅を

援助，速成するためにロータリーのポリオ・プラス・プログラムの惟進に発抑さｵLた弛まざる氏の術猟

力を端的に物語っております。111氏は，産業先進凶の衝財を開発途上倒のニーズに結び付けるロータ

リーの世界社会奉仕プログラムの初期の指導者の一人でした。1986年から1988年にかけて，氏は．バ
ングラデシ，フランス，フィリピンおよびジンバブエにおいて開かれた４つの伺隙ロータリー開発会縦の

委且蛙をつとめられました。その他に，IIil氏は，他宅および飢餓と云った'11:界的な問題を取り上げた111；
界指郵券会議に側際ロータリーを代表し参ﾉjlIされました。

1971年以来のロータリアンであるラビッツァ氏は，イタリアのミラノ南西ロータリー・クラブの刺立会

員で,同クラブの元会長です。価|際ロータリーでは,地区ガバナー,絡間委員会委員,1齢Mカウンセラー，
各種委貝会委員および委員長を歴任されました。最近では，ラピッツァ氏は，1997年国際協議会委員会

委員長をつとめられ，これまでに国際ロータリーの刑会長理'1『および管理委員会委員としても活釧さ
れてこられました。同氏は．ロータリーl州1からその11(|際的な人道的および紋ｱｱ的プログラムのための

支援活動に対し'1州l功労表彰状を受賞され，また財ｍのポリオ・プラス・キャンペーンに対する雅仕功

労徴を受領されました。

１９９８年７月

２



RO黙則…急POO
ロータリアンの皆さま
新世紀の開幕を目前にして，思いはおのずから未

来に寄せられます。私たちは自分自身にこう問いか
けます。：ロータリーはどこへ行く？我々の組織は

２１世紀に参入する辿備が果たして十分か？より力
強く，より効果的な活動をするには．いかなる進路
を取るべきか？

このIMIいに対する答えは，過去にあります。そし
て，それにもいや期して現在にあります。未来とは
独自に自然発生する状態ではなく，毎日毎日，私た

ち自身が選択し，活動して作りあげてゆくものなの
です。２１世紀にロータリーが確実に成功を収める
ため‘私たちの活動．決断にあたっては，堅実，憎

望．持続の基地を堅持しつつ，さあ行動を開始しま
しょう。

堅実であるためには，一人一人が，それぞれ心の
中なる情念を堅持し、その基本原則に従って行動し
なければなりません。ロータリーの使命は奉仕で

す。ロータリアンは，９４年にわたって．この基本的
な目的を胸に抱きしめ，その理想を追い求めてきま
した。この世界も私たちの組織も劇的に変化しまし

たが，私たちの人道的奉仕と国際理解に対する献身
は，さらに一閣強いものになりました。然しなが

ら，同時に，私たちは，今日の世界において私たち

の使命を堅実に巡行するには，新しい方蛎やアイデ
ィアが必要なことも歴然としております。２１世紀

においてロータリーの理想を堅実に引き継ぐために

は、創設の理念に忠実であると共に，進んで変革と
成長に応ずる心と能力が求められます。

信望とは，私たちが,家族に，事業に，職務に．ま

た自分のクラブ，地域社会に対し，いずれの場合も
常に良心的な行勤をすることを意味します。

ロータリアンが城実であることを実征し，高度な道
徳的水準の模範生であれば．人々は皆ロータリーの
していることに侭頼を寄せます。今日，国際ロータ

リーが股高レベルの信望をかちとったのは，ロータ

リアンが，ポリオ・プラスを通じて人逝的奉仕への
献身を実証したからです。同じように．全会員が

皆，ロータリーの掲げる理想を日常生活において実

証すれば，どのクラブも地域社会の僧望をかちと
り，また持ち続けることができるでしょう。

持続というのは，毎年指導陣が変わるような組織
にとってきわめて大切なことです。新指導陣が毎年
クラブや地区のプログラムを一新してしまったら．

結局は，ほとんど何も達成されずに終わるでしょ

う。ただ，持続ということは，ある程度の謙虚さと
度避が必要です。次期指導者は．新しいプロジェク

トを始める前に．既に設けられている目概を逮成す

るように要綱されます。従って，前任者の計画やア
イディアが十分に熟するまで，自分の計画やアイデ
ィアを延期せざるを得ません。

３

国際レベルでも同じことが首えます。1999-
2000年度の国際ロータリーにとって.持続とは．ポ

リオとの闘いにおける股終区間を走ることを意味し
ます；２１世紀の奉仕活動に備えて，既存のプログラ

ム機櫛内で活動することを窓味します；寛容と連帯

の輔神で，全人類が平和に尊厳を保って暮らせる世
界を作ろうという，私たちの努力を継続することを
窓味します。

ロータリー2000はD過去と現在の最良のものを
統合強化し，来るべき時代と．そこに出現するであ

ろう諸問題に目を据える時です。挑戦すべき課題は

少なくありません。今日の大局観をもって来るべき
世紀を展望すれば・問題は次のようになります：貧
富の格差拡大,暴力拡散,人口増加,食樋配分,国際
的統合対地域分椛分裂，環境破壊，文化価値観の喪

失……これ等いくつかの問題は，既に見られるとこ

ろです。その反面未来派は，２１世紀の藤らしを改
善する進歩の一つとして，より迅速で画期的な通信

システム・新エネルギー源．遺伝子操作生産物等の
出現を挙げるでしょう。

明らかに私たちは，飽くなき欲求と底知れぬ潜在

力で，良くも悪しくも性格づけられる未来に向かっ
て進んでいるのです。私たちロータリアンは．問題

と可能性との架け橋を務めるのに特に適していま

す。私たちは，人'111として股も雅本的な欲求も満足
にかなえられぬ国にも,また先巡技術大国にも強力

な地盤があります。この地盤を活用しましょうーそ

こから得られる無比の洞察力でロータリー2000の

蹄動的梢神を育成し，これを地球の隅々まで推し広
げましょう。

ロータリー2000は.前向きの輔神ですが,然しそ

れは私たちの豊かな過去から受け継ぐ最高の伝統に

根差しています。それは奉仕と親睦の柵神です。国
際理解の柵神です。寛容と連帯の梢神です。それは
ロータリアンー人一人の心から生まれて光を発し，

あまねくクラブや地区に行き渡らねばならぬ精神で

す。その梢神はまた，世界のかなたまでも広がって
ゆかねばなりません。それは，私たちが皆共に力を

合わせて進むことを可能にし，地球上に隈なくロー

タリーを押し及ぼす強靭な梢神なのです。

堅実･僧望･持続を私たちの脳針猛として,新世紀
のロータリーを待ち望みつつ，藩実にこの好機に臨
みましょう。

ロータリー２０００：活動は一堅実，信望，持続

カルロ・ラビッツァ

1999-2000年度国際ロータリー会長



1999～2000年第２７３０地区ガバナー
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鍍議

ａ

井ノ上繁

大正１５年８月８日生

本席地鹿ﾘ11,1iIAjil鹿屋市北、町８１９１

現住所鹿児!;lﾘﾘ,↓鹿屋市四大刺lr2器１１.勝

【略歴】

昭和２２年３月第七尚聯挙校造士館理科乙類卒拠

昭和２２年４ノＩ九州帝IKl大学医学部人学

昭和２６年３月九州大学医学部学士試験合絡

インターンに入る

昭和２７年３月インターン終了

昭和２７年５月医師国家試験合格

九州大学医学部第・外科人局

昭和３２年４月文部教官助手

昭和３２年８月退官鹿k姉にてⅢ染

昭和３６年４ﾉj～I|岬Ⅱ５２年３ﾉ」鹿段市阪師会理'1ド

昭和６３年４月～平成３年３ｊｊ鹿児勘県医師会理V『

現在医療法人碧仁会ハ:ノヒ病院１１M』l張

【ロータリー歴］

H柵1158年llf

昭和６０年１１月

平成元年

平成７年

平成８年

血膿ロータリークラブ人会

ポール・ハリス・フェロー

鹿屋ロータリークラブ会長

ベネフフ･クタ一

座児恥県来部分区代没理

』



国際ロータリー第２７３０地区
１９９９－２０００年度地区運営方針

【基本方針】

カルロ・ラピッツァＲＩ会長は，ロータリーの蝿かしい歴史を踏まえ，草の根から湧き出るように「活

動は堅実，信望，持続」と掲示された。

殊に，2000年という新しい千年期に入る記念すべき年でもあり，ロータリーをもう一度見直すべきで，

lWI1かプログラムを拡げ過ぎたやに思われるので，新たな那業は採用せずに歴代会長の努力された点につ

いて堅実に奉仕しようと云われるのである。

更に，世界的に見るとロータリーはクラブ数は潮えたが．ロータリアンの数は初めて正確に減少して

いる耶実を重視し，大いに危機感をもって建て直そうと力説され，私も強く同感したものである。

先ずは会員の大会防止が股も肝要のことと思われる。

【強調事項】

１．期強と拡大

前述の如く，米国を除いて世界の経済は決して好ましくなく，会員の増強は期待し難い厳しい状況

にある。問題は会員の退会の予防こそ，くどいようだが亜要課題である。入会して多くの人々と接し‘

クラブ内の並要な責任を持たされて，初めて其のロータリアンヘの道が開かれるのである。厳しい状

況下にあるからこそ拡大，噌強に努力すべきではないだろうか。

２．新世代育成

我が国の社会環境は城に憂うべき段階にある。中学生のナイフ砺件，小中学生におけるいじめや自

殺など，痛ましい耶件が社会の耳目を歌だたせている。これらは．ロータリアンによって或いはロー

タリークラブで何とかなる問題ではないが，決して座視する訳にはいかず，我々も社会の中に飛び込

んで善処する必要があろう。ローターアクト．インターアクトの育成については，論を倹たない。

３．社会奉仕

荒廃したシカゴ市に，公衆便所を作ったのがロータリーの社会奉仕の噛矢とされるが，先人の地域

のニーズに合致した奉仕に改めて畏敬の念を禁じ得ない。

このような地域密新型の奉仕こそ人々の関心,尊敬を染め，ひいては会員地強のよすがともなろう。

４．世界社会奉仕

世界には，想像を絶する食樹不足で痩せさらばえた子供たちが居り，文盲のために職につけず貧困

に端いでいる地域がある。書き柵じ葉瞥回収は思わぬ効果をもたらしているようである。是非，継続

すべきであろう。

５．財団への協力

年次寄付は，１人１１０ドルの維持が目標であるが,恒久募金への協力(50人以下のクラブは１人,１００

人以下のクラブは２人のベネファクターになって頂く）を是非ともお願い申し上げたい。

このためには，各人が財団の仕組みや事業を理解することが必須である。

６．米山配念奨学会への寄付について

我が地区の寄付額は例年股下位である。クラブ内に是非,米山担当者を股いて1人1万円を目標に努

力して頂きたい。

５



会 長挨一拶

太原春雄

老兵が会長をお引き受けすることになりました。

クラブの活力を失うことなく，記念すべき２０世紀末の年度を無事に乗り切り，

２１世紀への橋渡しの大役を果たしたいと念じております。

会員皆様の格段のご理解とご協力をお願い申し上げます。

さて，カルロ・ラビッツァＲＩ会長はロータリー2000年の活動を，「堅実，信

望，持続」と示されました。

ロータリアン,,及びロータリークラブは組織の規定を｢堅実」に守り，同時にこ

れらの規定が，この２０世紀の終わりに当たって，現実にそぐわなくなっている

面がもしあるならば，規定審議会に立法案を提出しようではないかと提言して

おられます。

次に，全てのロータリアンが，ロータリーの理想に準拠して日常の行動をす

るならば，組織の「信望」を高めることが出来，この事がより強固なクラブや，

意欲に溢れるロータリアンを育むことになるであろう事を確信すると言ってお

られます。

最後に地域のニーズに応えるプロジェクトに焦点を合わせ，元，現在，次期

リーダーが力を合わせて長期的な目標を立案実行することが「持続」の意味す

ることであると述べておられます。

ラビッッァＲＩ会長の指針を私たちの基本理念としながら，会員増強と青少年問

題を股重点目標として梢進したいと考えます。

６



幹事挨拶

村田和雄

1999年度鹿児島西ロータリークラブの幹事を勤めさせて頂くことになり

ました。

入会以来，１８年が経過致しましたが，いまだにロータリーのことをよく

知らないままに幹事の大役を仰せつかり，役目を全う出来るか不安でいっ

ぱいですが，太原会長の指示にしたがい，又会員各位のご協力を戴きなが

ら大過なく一年間を過ごしたいと思っております。

鹿児島西ロータリークラブの輝ける良き伝統を継承しながら，太原年度

の重点目標である会員増強と青少年問題を微力ながら懸命に努力したいと

思います。

一年間会員の皆様の理解と友情に支えられながら頑張りますので，足り

ない処や間違っているところは何卒率直なご意見を賜りますよう宜しくお

願い申し上げます。

７



ロータリー行事予定（年間）1999.7～2000.6

月 日 行 耶 理事会 百万｢ドル RAC例会 ﾛス 学習会 その他の行耶

７
月

識
字
率
向
上
月
間

７

１４

2１

2８

クラブ協鍛会（方針計画）

インフォーマルミーティング

クラブ協議会（予算・決算）

誕結祝

在席

○

○

１日

１５日

８日 ５日

８
月

会
貝
地
強
拡
大
月
間

４

１１

1８

2５

クラブフォーラム（会員地強） 誕結祝

在席

○ ○

５日

１９日

１２日

２日

９
月

１

８

１５

2２

2９

クラブ協議会（公式訪問単側）

休会（｢敬老の日」につき）

ガバナー公式肪間

クラブフォーラム（新世代）

謹結祝

在席

○ ○

２日

１６日

９日

６日

０

月

１

職
業
奉
仕
米
山
月
Ⅲ

６

１３

2０

2７

クラブフォーラム（職業奉仕）

職場訪問

ファイヤーサイドミーテイン
グ

誕結祝

在席

○ ○ ７日

２１日

１４日

４日

観月の宴
ｻﾝﾛｲﾔﾙﾎﾃﾙ

1１

月

コ
ー
タ
リ
ー
甘
引
目
Ⅲ

３

1０

１７

2４

休会（｢文化の日」につき）

クラブフォーラム（ローダ
リー財団）

クラブ協識会（地区大会報告）

誕結祝

在席

○ ○

４日

１８日

１１日

１日

地区大会鹿屋
(19～21日）

２

月

１

１

８

1５

2２

2９

年次総会(後期ｽｹｭー ﾙ週報）

クリスマス家族会

休会（年末のため）

誕結祝

在席

○ ○

２日

１６日

９日

６日



９

月 日 行 砺

C

O『

理耶会 百万ドル RAC例会 ﾛス 学習会 その他の行砺

１

月

ロ
ー
タ
リ
ー
理
解
椛
聴
叫
日
船
叫

７

(金）

１２

1９

2６

市内全Ｒ､C合同例会

クラブ協鯛会(上期報告･下期
計画）

挺結祝

在席

○ ○

６日

２０日

１３日 １０日

２
月

世
界
理
解
月
間

２

９

1６

2３

クラブフォーラム（国際奉仕）

挺結祝

在席

○ ○

３日

１７日

１０日

７日 １．Ｍ

粥馴蕊織恥

３
月

１

８

１５

２１

(火）

2９

ロータリー賞贈呈式

城西・サザンＲ､Ｃ合同例会

艇結祝

在席

○ ○

２日

１６日

９日

６日 3ﾉ?-13%卵｡－，－７'｝週
P

3/１３世界ﾛー ﾀーｱﾀﾄの日

総茜鵬舟磯同

４

月

ロ
ー
タ
リ
ー
雑
蛙
月
間

５

1２

１９

2６

クラブフォーラム（会報雑雌） 挺結祝

在席

○ ○

６日

２０日

１３日

３日

５
月

３

１０

1７

2４

3１

休会（｢憲法記念日」につき）

クラブフォーラム（出席親睦） 挺結祝

在席

○ ○

４日

１８日

１１日

１日

地区協議会

６

月

７

1４

2１

2８

ファイヤーサイドミーティン
グ

クラブ協蹴会

誕結祝

在席

○ Ｑ

１日

１５日

８日 ５日

国際大会

ｻﾝﾛｲﾔﾙﾎﾃﾙ



太原

村田

海江田

竹下

若松

鉾之原

南

1999.7～2000.6

春雄

和雄

卓

威

喜八郎

大助

徹

(理駆）副会長

(理噸）副幹耶

(理耶）ＳＡＡ

副ＳＡＡ

(理砺）会計

山元

川平

諏訪園

石橋

岩元

正明

通次郎

隆

渡

基

(理事）会 長

(理馴）幹噸

(理事）直前会長

(理事）職奉委員長

(理事）社奉委員長

(理率）新世代委員長

(理耶）国奉委貝長

鐙Ｎ図ボランティア委員会姿

1０

委員会 委員長 副委員長 委 員

ク
ラ
ブ
奉
仕

クラブ奉仕

会貝増強

会員選考

職業分類

出 席

親 睦

ロータリー梢報

会報・雑誌

プログラム

広 報

山元正明

大平Ⅲ隙

水 測 滑 治

松 田 忠 臣

野添良隆

中園雅治

染川周郎

竹下洋

古 木 圭 介

深尾兼好

古木圭介

藤安秀一

水流洋

坂元明雄

正建二郎

秋 月 宗 近

須田正己

庵木英雄

徳翻忠敬

桐明桂一郎

大平並隆水測滑治松田忠臣

野添良隆中園雅治染川周郎

竹 下洋深尾兼好

三角桂次郎小山幸義小園正人
桜美義明

岩元紀彦玉川哲生田中寛吉

木治屋克己山下略三

池田勝一郎東郷三郎中村英幸

板木泰文高橋良明深掘孝

江口一上原湖和田武弘

瀬戸ロ良一大洲教一岩切豊

藤裕己有村仁志川畑宏二

山本広明三宅一男鮫島僧一

高山義則高井敏治江夏洋

加藤一徳森永茂樹

有賜戦男中崎他福田正臣

海江田卓

坂木貞剛福地回

職
業
奉
仕

職 業 奉仕

ボランティア

竹下威

福田一郎

田崎一郎

玉 利 賢 介

山下健原田隼男中村一雄

各副委員長

社会奉仕 若松喜八郎 榎田浩典 山田哨彬田畑勇松田健一

新
世
代

新世代

ローターアクト

インターアクト

鉾之原大助

膿川毅

日高好久

福 元 紳 一

天 本 美 憎

樋渡良一

佐伯縛郎岩田泰一

諏訪幽剛三反田藤男

新川嫡博澗田悦郎

国際奉仕 南徹 長柄英男 池口恵観江口消隆別府洋

ロー タリ ー財団 永松実夫 前田樹一郎 菅冨男岩男秀彦小田代窓一

米山記念奨学会 川平建次郎 柴山一消 片 平 可 也

ロータリー賞推澗 山元正明 竹下威 若松葛八郎鉾之原大助南徹



9．地区外ロータリークラブ

との姉妹兄弟関係

クラブ概況報
(平成１１年７月１日現在）

1963年（S38年)３月23日

1963年（S38年)６月27日(九州において第28番目）

1963年（S38年)１１月20日

ニッチシ・Ｐ・ラハリー（インド）

進藤誠一（第370地区）

鹿児島ロータリークラブ

24名（その内現在会員１名）

1.加治木RCl967年（S42年）６月24日

２.加世田ＲＣｌ９７２年（S47年）１０月18日

３.枕崎ＲＣｌ９７２年（S47年）１２月４日

４.鹿児島城西ＲＣｌ９８６年（S61年）９月16日

１.第2800地区日本側岡ＲＣ

＝1965年（S40年)５月9日締結

会員托直親善訪問，週報等の交換

２.第5130地区米国カリフォルニア州サンタロー

ザ・サンライズＲＣ

＝1989年（平成元年)４月29日締結

青少年交換事業

１.鶴丸高校IＡＣ

発会日1964年（S39年)１０月8日

２.鹿児島高校IＡＣ

発会日1971年（S46年）６月17日

名称：鹿児島西ローターアクトクラブ

1976年（S51年)６月24日発会

名称：鹿児島西プロバスクラブ

1998年（Ｈ１0年)１月23日発会

鹿児島市中央部を貫通する甲突川上流の玉江

橋から下流へ－西田橋一高麗橋に至り西へ高

麗町本通り一大学通り一中郡電停一更に晒車

’路線に沿い鴨池公園南角に至り西へ谷山街道

を経て宇宿町へ至る鹿児島市西方区域。（但

し，旧谷山市に属する区域を除く）

創立年月日

承認年月日

チャーターナイト

当時の Ｒ ・ Ｉ会長

当時 の ガ バナー

スポンサークラブ

チャーターメン バ ー

アデイショナルクラブ名と

創立年月日

●
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●
●
●
●
●
■
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日
＆
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皿
”
”
】
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〃
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《
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》
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10．提唱インターアクトクラブ

11．提唱ローターアクトクラブ

12．提唱プロバスクラブ

域13.区

1１



会

務 所 鹿児島市金生町3番１号山形屋内

TEL(099-223-5902）FAX(099-223-7507）

毎週水珊日12時30分～13時30分

山形屋1号館7階社交室
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会日

会場

ガバナ一

分 区 代 理

代
代 桜美四郎(1967）

塘一郎(1972）
川上鋤太郎(1983）

鮫島志芽太(1970）
岡元健一郎(1978）
福田敏之(1986）

歴
歴
現

代
代
在

19.

20.

21.

14．事

長
事
員

１４ページ

１５ページ

正会員58名

アデショナル正会員０名

シニア・アクチブ会員３９名

計９７名

57.61才

股高８０才最低３４才

80代２名７０代１０名

60代３４名５０代２６名

40代２３名３０代２名

本年度目標94％

35,000円

190,000円

1,900円

毎週週報を発行

｢ロータリーの友」全員脳読

6回

7回

１回

定例…毎月第２例会日

臨時…必要に応じて随時

年２回

市内…6回

幹

会

22 ．平均年齢

出席率

入会金

年 会金

ビジタ－会費

会 報

ローダリアン誌

クラブ協議会

クラブフォーラム

インフォーマルミーティング

理 事会
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○ポールハリス準フェロー
故（桜美四郎）故（岩元
故（永井利承）浜田

久野洋一崎 元

チャーターメンバー
安楽塵一郎禍井浩船木潔
岩元健吉岩 元 正 二 河 井 時 義
倉園滑市黒木長太郎牧田健二
大山実西郷１蚤永桜美四郎
田原賊助塘一郎土橋英夫

マルチプル・フェロー

故（柴山一雄）（１回）池口恵鰯（３回）
小園正人坂元明雄高井敏治山下

犬伏康夫

小 山 幸 義
大小田友一
島津忠丸

計２４名

堀俊一

川村洋

松元明人
柴山一雄

米 倉 秀 雄

○
玉川哲生（１回）

他高山義則片平可也
以上９名

○ペネファクター
中村一雄古木 圭介

○メモリアルコントリピューター

○ポールハリス・フェロー
故（糟一郎）柿市高亜
故（川村洋）故（土橋滋）
故（海老原利則） 有馬志享

池田贋福田敏之

上原満岩元基
三角桂 次郎 田中寛吉
永松実夫水 流 洋
鉾之原大助 竹下威
松田忠臣田崎一郎
江口消隆山田哨彬
佐伯寿郎本田亨
須田正己江夏洋
有馬戦男中 的 他
和田武弘大浦教一
天本美信坂木貞剛

以上４名

以上１名

坂元明雄

菅冨男

須田正己

河 井 時 義

徳測紀生）
安田正治“

木治屋克己
中村一雄
染 川 周 郎

岩 田 泰 一
福 田 一 郎
山下和磨
樋 渡 良 一

山下略三

菅蘭男
藤川毅
原田隼男
有 村 仁 志
以上７５名

藤安辰造
川上識太郎
林其為

岩元紀彦

竹下洋
太原春雄

森永茂樹
山元正明
中川宏

板木泰文
海江田卓
柴山一澗

東郷三郎
田畑勇

藤安秀一

故（牧田健二）

故（川田恵一）

故（外西寿彦）

村 田 和 雄
岩男秀彦
榎 田 浩 典
前田樹一郎

長 柄 英 男

若松喜八郎
玉 利 賢 介

三反田藤男
野添良瞳
加 藤 一 樋
正 建 二 郎
岩切豊

故（

○

ｊ吉
懸
範

他
行

岩元正二
中 村 善 治

故（内山光男）

故（岡山栄）
光吉正昭
古木圭介

池田穣
桜美義明
川平建次郎
以上１５名

○米山功労クラブ (第１回表彰）１９９６
(第２回表彰）１９９８

１２

６

２６

○米山功労者
玉川哲生高山義則

○米山功労法人
（名）明石屋菓子店（岩田泰一）

○米山ファンドフェロー
宇治野純章岩男秀彦

○準米山功労者
永松実夫

育英社㈱（前田樹一郎）

竹下 洋 村田和雄

１３



昭和 西暦

３８～３９ １９６３～６４

３９～４０ １９６４～６５

４０～４１ １９６５～６６

４１～４２ １９６６～６７

４２～４３ １９６７～６８

４３～４４ １９６８～６９

４４～４５ １９６９～７０

４５～４６ １９７０～７１

４６～４７ １９７１～７２

４７～４８ １９７２～７３

４８～４９ １９７３～７４

４９～５０ １９７４～７５

５０～５１ １９７５～７６

５１～５２ １９７６～７７

５２～５３ １９７７～７８

５３～５４ １９７８～７９

５４～５５ １９７９～８０

５５～５６ １９８０～８１

５６～５７ １９８１～８２

５７～５８ １９８２～８３

５８～５９ １９８３～８４

５９～６０ １９８４～８５

６０～６１ １９８５～８６

６１～６２ １９８６～８７

６２～６３ １９８７～８８

６３～６４ １９８８～８９

Ｈ１～Ｈ２ １９８９～９０

Ｈ２～Ｈ３ １９９０～９１

Ｈ３～Ｈ４ １９９１～９２

Ｈ４～Ｈ５ １９９２～９３

Ｈ５～Ｈ６ １９９３～９４

Ｈ６～Ｈ７ １９９４～９５

Ｈ７～Ｈ８ １９９５～９６

Ｈ８～Ｈ９ １９９６～９７

Ｈ９～ＨｌＯ １９９７～９８

HlO～Ｈｌｌ １９９８～９９

Hll～Ｈｌ２ １９９９～２０００

西ロータリークラブの推移

ガパナー

嘉村平八

町田秀実

島津 久厚

吉村常助

向笠広次

大津篤造

日高安壮

八田秋

小田一昭

東博仁

杉原 頼三

竹野融

後藤基彰

塘一郎

西田武雄

吉村武文

井上和人

福島 親比古

大久保，一郎

杉村進

丸田美徳

田中千尋

外山三郎

岩溺光男

池田 点郎

岡村俊一

岩下哲夫

今林重夫

井上日出男

本坊蔵吉

三 重野良輔

佐々 木典綱

竹内三郎

海江田順三郎

図師鎮雄

鮫島 哲也

井ノ上繁

－１４－

△
長＝

初代 桜美四郎

２代 土橋英夫

３代 塘一郎

４代 米倉秀夫

５代 島津忠丸

６代 鮫島志芽太

７代 佐、伯延次郎

８代 久保田彦穂

９代 岩元正二

１０代 牧田健

１１代 川村洋

１２代 新福栄熊

１３代 福田敏之

１４代 岡元健一郎

１５代 河井時義

１６代 藤安辰造

１７代 川上識太郎

１８代 浜田藤

１９代 中村俊雄

２０代 久保政次

２１代 高井敏治

２２代 池田贋

２３代 福田正臣

２４代 中村善治

２５代 小園正人

２６代 外西寿彦

２７代 三角桂次郎

２８代 １１１田恵

２９代 木治屋克己

３０代 岩元紀彦

３１代 岩男秀彦

３２代 吉留一益

３３代 岩元 基

３４代 玉川哲生

３５代 高山義則

３６代 海江田卓

３７代 太原春雄



(歴代会長並びに幹事）

幹事 会員数 平均年齢 平均出席率

川 村 洋 35名 50.0才 ９９１８％

高徳三蔵 4４ 4９ ０ 9９ 1１

河井時 義 4８ ５１ 4０ 9９ 0９

藤安辰造 4６ 5２ 7０ 9８ 8１

安 楽慶一郎 5５ 5３ 3０ 9９ 7９

柴山 一雄 5８ 5３ 0０ 9９ 9２

高 井敏治 6１ 5２ 8０ 9９ 9２

久保政次 6５ 5２ 6０ 9８ 8３

田平鰻章 7３ 5３ 1９ 9９ ０１

浜田馨 7９ 5２ 0９ 9８ １４

外西寿彦 7５ 5４ 3０ 9８ 7３

小山幸義 7９ 5３ 8０ 9７ ９１

池田 職 8５ 5４ 6０ 9７ 6３

中村善治 8６ 5５ 7０ 9５ 4９

小園正人 9０ 5７ １０ 9６ 5２

三角桂次郎 8７ 5６ 4５ 9６ 5９

川田恵一 8８ 5７ 2５ 9６ 9２

光吉正昭 8７ 5７ 4７ 9７ ０７

徳溌紀生 8６ 5７ 5８ 9６ 2２

水測清治 ８９ 5７ 0２ 9３ 9６

木治屋克巳 8５ 5７ 1８ 9３ 7５

柿市高重 ８１ 5８ 2７ 9２ 0５

山下婚三 8６ 5８ 2３ 9３ 3１

中尾洋 8５ 5７ 6３ 9５ 3６

桜美義明 8９ 5８ １０ 9４ 7４

岩元 基 ９１ 5８ 0５ 9４ 0６

古木圭介 9０ 5７ 9７ 9３ 2１

内山光男 9４ 5７ 7２ ９１ 6８

上原 満 9６ 5７ 4９ 9０ 3３

玉川哲生 9９ 5７ 9１ ９１ 9４

佐伯涛郎 9５ 5８ 3７ 8８ １３

江 夏 洋 8７ 5７ 2９ 8８ 9４

中川宏 8７ 5７ 8６ 9０ 6２

森永茂樹 ９１ 5７ 2９ ９１ 1２

榎田浩典 9２ 5７ 3７ ９２ 6５

岩田泰一 9６ 5７ 8５

村田和雄 9９ 5７ 5３



委員会報

クラブ奉仕委員 会

告

委員長：山元正明

委員：（副）古木圭介・大平亜陸・水測構治・松田忠臣・

野添良隆・中園雅治・染川周郎・竹下洋・深尾兼好

基本方針

クラブ奉仕は．ロータリーの奉仕活動の根源である聯を自覚し，各委員会との巡絡，協力を密にし

て，明るく活き活きとした魅力あるクラブを目指したい。

本年度の計画

１．随時クラブ奉仕委員会を開いて，委員全、の意見を糾合して般善を尽くしてクラブの活性化に寄

与したい。

２．クラブ例会を楽しく魅力あるものにする為に，プログラム委員会とも協力して卓話の充実を図り

たい。

３．奉仕活動を通じて，社会の道徳意識の向上に役立つよう努める。

会員増強委員 会

委員長：大平璽隆

委員：（副）藤安秀一・三角桂次郎・小山幸義・小園正人・

桜美義明

基本方針

１．クラブの円満な運営ができるよう，年令的及び職業的にバランスのとれた会費櫛成をめざす。

２．クラブの活性化，向上発展等に寄与できるような人を推煎する。

３．会員増強と積極的に働きかけるとともに退会者ををなくするように努める。

本年度の計画

１．退会者をなくして，１０％程度の会費増強を目指す。

２．未充堀の職業分類特に食に関係する農葡水産業者とこれに関連する流通関係者の推澗に努める。
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会員選考委員会

委員長：水測澗治

委員：（副）水流洋・岩元紀彦・玉川哲生・田中寛吉

基本方針

１．クラブ会員として適格性と社会的地位の評判が良いこと。

２．奉仕の輔神にあふれ積極的に奉仕活動をすること。

３．例会及びクラブ上級会合等に出席すること。

本年度の計画

１．会員に推蘭された人を基本方針に照合検肘し速やかに理事会に報告する。

２．会員増強・職業分類の各委員会と連絡を密にして，会員拡大に努めたい。

職業分類委員会

委員長 ：松田忠臣

委員：（副）坂元明雄：木治屋克己・山下膳三

基本方針

地域社会の職業分類について測姦し，これに対する充蝋ならびに未

業分類上からみた会員栂成の改善点を検討する。

これに対する充蝋ならびに未充填職業の分類表を作成して職

本年度の計画

１．地域社会の職業分類とこれに対する充蝋ならびに未充唄の分類表を作成する。

２．バランスのとれる会員柵成を目標に，クラブ奉仕・会員増強・会員選考の各委員会と協力し，未

充填職業の会員獲得に努力する。
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出席:『委員 会

委員長：野添良隆

委員：（副）正健二郎・池田勝一郎・東郷三郎・中村英幸
基本方針

例会の出席はＲＩの柵利であり，出席する事が奉仕への第一歩である。出席する率で会員相互の理
解と親睦を深め，そのことはより大きな「報酬」に恵まれるよう努力する。Ｌ

本年度の計画

ｌ，連続出席者の表彰。

２．出席率を高めるスローガンを会場に掲示する。

３，地区大会，各協議会などへの出席奨励。

４．メークアップによる欠席補填の奨励。

親 睦委 員会

委員長：中園雅治

委員：（副）秋月宗近・板木泰文・高橋良明・深掘孝

江口一・上原満・和 田 武 弘 ・ 瀬 戸 ロ 良 一 ・ 大 浦 教 一

岩切豊・藤裕己ｄ有村仁志・川畑宏二・山本広明

基本方針

・会風相互の親睦をはかるとともに，ビジター，ケスト等来肪者を畷く迎え，親しみやすいクラブづ

くりに努める。

・新入会員がクラブに早く馴れるよう，諸行事への積極的な参画を促す。

本年度の計画

１．剛月会，クリスマス家族会を含む参睦会を年４回実施する。

２．有志によるゴルフコンペを年４回実施する。

３．ニコニコボックスの件数を増やす為の悩報交換を密にする。

４．会員の為の相互情報をとりまとめる。

（おすすめ飲食店，趣味の会など）
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基本方針

ロータリー情報委員会

委員畏：染 川 周 郎

委凹：（副）須田正己・高山義則・高井敏治・江叉洋

１．会貝特に新入会員に，会員の特典と責務に関する1W報を提供し，会員が適切な理解をして，早期

にクラブに馴染まれるようにする。

２．会員に，国隙ローターリーの歴史，綱頒，活動零各方面に関する梢報を提供する。

３．月例学習会の充実を図る°

本年度の計画

１．会員候補者の推爾者・会員増強委員会・会員選考委員会・職業分類委員会等，入会に関する各委

員会及び幹事のご協力をいただきながら，新会員に対し，個別的に，「入会時オリエンテーショ

ン」を実施する。

２．年間少なくとも二回，新入会員を対象にして．各委員長及び幹邸のご協力をいただいて，「新人

会員との懇談会」を実施する。

３．会員及び新入会員を対象にして，毎月第一月曜日午後６時３０分～８時３０分の間に「月例学習

会」を実施する。

会 報・雑誌委員会

委員授：竹 下洋

委員：（副）庇木英雄・加藤一穂・森永茂樹

基本方針

１．毎週例会毎にクラブ週報を発行し，クラブ内外の慨報を伝達する。

２．ロータリーの友，カバナー月信を積極的に愛読するように奨励する。

３．クラブの活動状況等の記録を残すようにする。

本年度の計画

1．週報の内容充実に努力する。

２．各委員会と連絡を密にして，梢報の提供をお願いする。

３・ロータリー友，カパナー月侭の特に説んでもらいたい記率を例会等を通じて会員に紹介するよう
に努力する。
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プログ
－|

フ ム委員会

委員長：古木圭介

委員：（Ⅲ）徳留忠敬・ 有馬戦男中崎他福田正臣

海江田卓

基本方針

会員相互の理解を図ることと，時代に即応した悩報の提供をできるテーマと綱師の選定に努める。

本年度の計画

１．新入会員および会員の卓話の機会を多く設ける。

２．幅広い話題を提供できるような内容を工夫する。

３，ロータリー活動のテーマに沿った悩報提供の機会を設定する。

広 報 委員 会

委員長：深尾兼好

委員：（副）桐明桂一郎・坂木貞剛・禍地嵐

基 本方針

地域社会にロータリーの活動を理解し，支持していただくために，地元の報道機関や心ある人々 と

協力し，ロータリーニュースを地域に密論した身近なニュースとして広報を図る。

本年度の計画

定期的なニュースリリースの提供を行なうとともに報道機関との円滑なコミュニケーションを図る

ためマスコミとの懇談会を実施する。（７月）

また循題性．ニュース性のある活動を広報面で支援するため，各委員会よりの憎報収集を図る。

2０



ＳＡＡ委員会

委員長：諏肪園隆

委員：（副）石橋波

基本方針

ロータリークラブの例会場としてふさわしい品位を備えた設営を行うと同時にゲスト・ビジターの

方々 も，再来を望まれるような秩序正しい運営を行う。

本年度の計画

１．定刻開始・定刻終了の厳守。

２．ケスト・ビジターの送迎を大事にしたい。

３．会員相互の交流がより深まるよう，設営を工夫していきたい。

４．ケスト卓話中の私語の禁止，禁煙及び携帯睡賭等の自粛の協力を働きかけたい。

職業奉仕委 員 会

委皿長：竹下威

委員：（副）田崎一郎・山下健・原田隼男・中村一雄

基本 方針

会員各自が自己の職業に誇りと自覚を持つとともに．他の会員の職業に対する，理解と認識を深

め，各会員及びクラブがそれぞれの職業を通じて奉仕を日常的活動として実践し，地域社会に貢献す

ることを基本方針とする。

本年度の計画

１．「職業宣言」を例会場に掲示する。

２．四つのテストの唱和を月初めの例会時に行う。

３．職場訪問を１０月に実施する。

４．クラブ会員の推闘を受け，優良従業員を表彰する。

５．ボランティア委員会と協力し，会、個人ないしはクラブとして職業を通じてボランティア活動を

行う。

６．新世代委員会，インターアクト委員会と協力し，高校生の職業選択フォーラム」に参加する。

７．愉報委員会と協力し「学習会」において．職業奉仕の実態や理想，さらには将来の展望等につい

て話し合う。

８．クラブフォーラムで「職粟宣言」・「職業奉仕に対する声明」を見据えながら，職業奉仕に対す

る理解を深め，プロジェクトを策定する。
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ボランティア委員会

委員長：棚田一郎

委員：（副）玉利賢介・古木圭介・藤安秀一・水流〃羊

坂元明雄・正建二郎・秋月宗近・須田正己・庵木英雄

徳留忠敬・桐明桂一郎･田崎一郎・榎田浩典・福元紳一

天本美信・樋波良一・長柄英男・前田樹一郎・柴山一滴

基本方針

ロータリーのモットーである「超我の奉仕」の輔神を更に涌養，高揚し，より多くのロータリアン

が,普段着の形でボランティア活動に取り組み,参加,実行していく事により地域社会に奉仕していく。

本年度の計画

１．ボランティア活動についての正しい理解と啓発を，学習会，例会卓昭等での小委員会として図っ

ていく。

２．職業奉仕委員会，社会奉仕委員会や国際奉仕委貝会等と緊密に辿挽協力しながら，会員のボラン

ティア活動を推進していく。

３．各会員のボランティア活動について．過去の体験や現在の取り組み体験等について．「私のボラ

ンティア活動体験」として，アンケート形式にて発表．紹介を行い．理解と啓発につなげていく。

社会奉仕委員 会

委員長：若松喜八郎

委員（副）榎田浩典・山田晴彬・田畑勇・松田健一

基本方針

先人の地域のニーズに合致した奉仕活動を振り返り，今，地域社会が本当に必要としているものを

模索し実践可能な奉仕活動をすべく努力する。

本年度の計画

１．継続プログラムは従来通り実行する。

①ロータリー賞

社会奉仕実践者に対して『ロータリー賞』を脳る。

一②社会福祉施設「ゆうかり学園」の訪問。，

③西駅前消掃（ＲＡＣと協同）

２．新しいプログラムの試み

，，高齢化社会到来に対し，プロバスクラブと協同で各棚老人ホーム等を訪問しロータリーが何

を協力出来るかを探る。
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新世代委員 会

委員畏：鉾之原大助

委凪：（副）梱元紳一・佐伯潟郎・岩田泰一

基本方針

インターアクト委員会と連絡を密にし．背少年が社会奉仕の理念の追求のための活動が出来る環境

づくりに心掛ける。

さらに，宵少年に遡接接し，共に行動する機会をつくり，魅力ある楽しい活動を通じて，立派な若

い指導者の育成につとめる。

本年度の計画

１．青少年に接する樋会づくりに努める。

２．青少年の活動及び会合に積極的に参加・協力する。

３．インターアクトの会員潮強及び活動に協力する。

ローターアクト委 員 会

委員長：膜川毅

委員：（副）天本美信・諏訪園剛・三反田藤男

基本方針

国際ロータリーによって規定される．「標準ローターアクトクラブ定款，細則」に則り．ローター

アクト会風がクラブ参画の窓義を自らの力で見出せるような助言．指導．協力する。

会員各自が自らの力で考え・行動し，他との進歩的澗和を図り，自立の輔神樹立の耶故啓発に努め

られるように助言していく。また，歴史や伝統を璽視しながら時代に合ったローターアクトの在り方

を検討し，ローターアクト会員と協議しながら新たな方向を模索する。

会員数の逓減傾向に歯止めをかけるべく，ローターアクト会員と協力しながら会員の拡大を目指
す。

１．指導能力開発の助曾

２．個人の価値を潔める考え方に立脚して．他人の揃利を尊重する観念を養えるように。

３・すべての有用な職業は社会に奉仕する機会であるとして，その品位と価値を認識出来るように。

４．指導者としての資質という面でも，職業上の債務を遂行するという面でも，道徳的基準が大切で
あることを露識してもらい．実践・推進するように。

５．地域社会と世界各地のニーズ，問題．機会に対する知識と理解を深められるように。

６．地域社会に奉仕し,かつ，国際理解と全人類に対する善意に推進するために，個人として，ま
た．団体として，活動する機会を積極的に求めるように。
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本年度の計画

１．ローターアクトクラプ例会の開悩

第一・第三木曜日午後７時～９時宵少年会館（閏池新町）

２．ローターアクトの意義・理解を深め，また会員拡大，会員間の親睦を深めるためのキャンプの開

催７～８月に開催予定開催地未定

３．ロータリアンの卓話（年に５～６回程度）

４．ＪＲ西鹿児島駅前の消掃作業（第一日珊日・午前６時半）

５．愛の頚母園肪間（第一日畷日の澗掃作業後）

６．クラブ内，分区内，地区内ＲＹＬＡ等，各梱研悠会参加

７．内外クラブとの交歓会，他ローターアクトクラブとの合同例会の開仙

８．クリスマス会，忘年会，年度末パーティ等会員親睦会の開仙

９．会員拡大

インターアクト委員会

委員長：日高好久

委員：（副）樋渡良一・新川蛸１Ｗ・波田悦郎

基本方針

青少年に将来社会の一員としての自覚が持てる様に．色々 な職業の社会への貢献も含め職業選択フ

ォーラムを理解してもらう。また，国内外での社会奉仕活動に扱助を行う。

本年度の計画

１．インターアクト年次大会への参加

２．インターアクト協踊会への出席

３．交換学生との親睦をはかる

４．職業選択フォーラムをおこなう

５．会員増強をはかる
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国際奉仕委員会

委員長 ：南徹

委員：（副）長柄英男･'池口恵観・江口消隆・別府洋

基本方針

ロータリーが推進する，国際理解．親善・平和を考察し，他国の人々 ，その文化，習慣，業績，抱

負，問題を理解する。鹿児島西ロータリークラブ会員の地域社会で，またロータリアンの旅行中，及

び国際大会に出席中の個人的交流，銃替と通個，他国の人のためになるクラブ活勤およびプロジェク

ト

（ＧＳ．Ｅやサンタローザ友好協会宵少年交換プログラム等）へ協力する。

本年度の計画

１．国際奉仕活動の意義を，学習会０卓陥，および週報を通して相互に学び，理解することに努め

る。

２．Ｇ．Ｓ、Ｅやサンタローザ友好協会脅少年交換プログラムに協力する。

３．会員の海外出張や，海外旅行の折にできる限り，海外のロータリークラブ例会に，メイクアップ

としての参加を奨励し〆卓話や,にこにこ宣言等を通して，週報に記戦して貰う。

４．県下在住外国人，留学生，および国隙交流ボランティア活勤家を，学習会や卓話に招待して.国

際親善や交流の在り方など国際社会の本音と建て前等を紹介して貰う。

ロータリー財団委員会

委員長： 永 松 実 夫

委員：（副）前田樹一郎・菅富男・岩男秀彦・小田代憲一

基本 方針

ロータリー財団創設の目標（国際規模の人道的，教育的，文化的……）をよく理解し，その遮成に

向けて支扱し，財団プログラムに沿って資金の活用がスムースに行われるよう努力奨励する。

本年度の計画

１．地区財団活動資金（ＤＤＦ），国際財団活動資金（ＷＦ），研究グループ交換（ＧＳＥ）

健，飢餓追放及び人間尊亜（３－Ｈ）活動等のため基礎となる資金源の砿保に努力する。

２．ポールハリスフェロー，地フェローの増加に努力する。

３．その他
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米山記念奨・学会委員Ｉ会

委 員 長 ： 川 平 趣 次 郎

委員：（副）柴山一澗・片平可也～

基本方針

１．旧年度までは，わがクラブにおいて米山奨学会関係の作業を副幹事・ロータリー財団委員会，国

際奉仕委員会等が分担していた。～い』

２．地区ガバナー砺務所の呼び掛けに応じて，今年度，わがクラブにも「米山記念奨学会委員会」が

設立された。

３．地区には，「米山記念奨学会委員会」と「米山募金委員会」があるが，わがクラブには．「米山

記念奨学会委員会」のみである。

４．委員会の任務は．「ロータリー米山記念奨学生の世話」と「財団法人・ロータリー米山記念奨学

会への資金提供，即ち，クラブ会員への寄付の奨励」である｡…

本年度の計画

１．「米山募金」は，本年度クラブ会長の重点指導項目である。…，

２．馴染みの薄い『米山」に関する梢報を，可能な限り，クラブ会員各位に紹介する。

３．寄付には「鶴通寄付」と「特別寄付」がある｡Ｔ普通寄付｣はわがクラブにおいては．一人当た

り年額２０００円として，半期毎に年額の半額を送付している。「普通寄付」以外が「特別寄付」

であり，クラブ会員あるいは会貝外から寄付されるものである。

４．「特別寄付」は，あくまでも自主的な行為であるが，委員会としては，目標を定めて，「特別寄

付」を奨励する。

2６



垣児島Ｌローダ

第１条

名称

本会の名称は、鹿児島西ロータリー・クラブとする。（国際ロータリー加盟会員）

第２条

区域限界

第１節本クラブの区域限界は、次の通りとする。

鹿児島市中央部を貫通する甲突川上流の玉江橋から下流へ－西田橘一高麗橘に至り、西へ高閲町本

通り一大学通り－中郡砿停一更に砺車路線に沿い鶴池公園南角に至り、西へ谷山街道を経て宇宿町へ

至る鹿児島市西方区域。（但し、旧谷山市に属する区域を除く）

第３条

綱領

ロータリーの綱領は、有益な事業の基礎として奉仕の理想を鼓吹し、これを育成し、特に次の各項を

鼓吹育成することにある。

第１奉仕の機会として知り合いを広めること。

飾２耶業および専門職務の道徳的水敢を高めること。あらゆる有用な梨務は尊亜されるべきである

という認識を深めること。そしてロータリアン各自が、業務を通じて社会に奉仕するために、そ

の業務を品位あらしめること。

第３ロータリアンすべてが、その個人生活、蛎業生活および社会生活に常に奉仕の理想を適用する

こと。

第４奉仕の理想に結ばれた、砺業と専門職務に挽わる人の世界的親交によって、国際間の理解と親

審と平和を推進すること。

第 ４ 条 ・

会合

第１節

１．本クラブは、毎週１回、細則に定められた日および時間に、定期の会合を側かなければならな

い｡

２．但し非常の場合または正当な理由ある場合は、本クラブ理駆会は、例会を、前回の例会の翌日か

ら次の例会の前日までの間のいずれかの日または定例日の他の時間または他の場所に変更すること

ができる。

３．また、例会が法定休日に当たる場合、または本クラブ会畏が死亡した場合、または全地域社会に

わたって流行病もしくは災曹が発生した場合は、例会を取りやめることができる。

本クラブの理率会は、本項に明記されていない理由であっても、その裁量で、ｌロータリー年度
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に２回まで例会を取りやめることができる。但し、クラブが３回以上続けて例会を開かないような

ことがあってはならない。

第２節本クラブの役員を遡挙するための年次総会は、本クラブ細則の定めるところに従い、毎年12月

３１日までに開催されなければならない。

第５条

会員身分

第１節全般的資格条件

本クラブは、善良な成人であって、職業上良い世詳を受けている者によって櫛成されるものとす

る。

第２ 節種 類

本ロータリー・クラブの会員の種類は次の４稲類、すなわち、正会員、シニア・アクチブ会員、パ

スト・サービス会員および名誉会員とする。

第３節正会員

国際ロータリー定歌第５条第３節に定められた資格条件を有する者は、これをロータリー．クラブ

の正会員に選ぶことができる。正会貝としての資格条件を有するが、そのクラブの正会員の事業また

は専門職務と同一の職業分類の者は、これを本節の規定の下にアディショナル正会員に選ぶことがで

きる。このようなアディショナル正会員は、正会員としてのすべての特典を有する。但し、アディシ

ョナル正会員は、職業分類の保持者でなく、自らの職業分類の下に他のアディショナル正会員を推間

することはできない。

第４節アディショナル正会員のカテゴリー

クラブは３種類のアディショナル正会員を選ぶことができる。クラブはその３秘類のそれぞれから

職業分類を同じくするアディショナル正会員を１人選ぶことができる。

（a）第１カテゴリー一推蘭者と同じ職業分類

正会員は自分と同じ職業分類に現実に従躯している者をアディショナル正会員に推耐することが

できる。

（b）第２カテゴリー一元ロータリアン

正会員は、その職業分類の保持者の承諾を条件として元クラブ会員をアディショナル正会員に推

薦することができる。但し、かつて屈していたクラブを退会した理由が、本人がそのクラブの区域

限界内でそのクラブにおいて本人が分類されていた職業分類の下に現実に職業活動に従事しなくな

ったということでなければならない。

（c）第３カテゴリー一元ローターアクタ一

正会負は、その職業分類の保持者の承諾を条件として、ローターアクト・クラブ元会員をアデイ

ショナル正会員に推薦することができる。この元ローターアクターは、クラブの区域限界内に住居

または駆業所があり、少なくとも４年間一つまたはいくつかのローターアクト・クラブの会員であ

ったことがあり、退会した理由が、ローターアクト・クラブの会興の年齢の上限に連したか、その

クラブの区域限界外に移転したということでなければならない。

（d）職業分類保持者の変更
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すべてのアディショナル正会員は、クラブの正会員lまの1人と同じ職業分類をもたなければなら

ない。正会風が職業分類の保持者である。職粟分類の保持者である正会員が、シニア・アクチブ会

風またはバスト・サービス会貝になるなど、何らからの理由で、職業分類を保持しなくなった場
合、同じ職業分類をもつアディショナル正会旦の１人が職業分類の保持者になる。このような職業

分類を有するアディショナル正会風が１人しかいない場合、このアデイショナル正会員が自動的に

職業分類の保持者となる。このような職業分類を有するアディショナル正会員が２名または３名い

る場合、クラブはそのうち１名を選挙して、職業分類の保持者とするものとし、他のアデイショナ

ル正会員の地位は元のままとする。

第５節シニア・アクチブ．会員

（a）一般的資格条件

正会員またはバスト・サービス会員で、その一つまたはいくつかのクラブにおける正会員および

バスト・サービス会員としての経歴が次の各号に定める要件のいずれかに合致している者は、自動

的にシニア・アクチブ会員となるものとする：通算１５年以上会員であった者、あるいは現在６０

歳以上で通算１０年以上会員であった者、現在６５歳以上で通算５年以上会員であった者、現また

は元国際ロータリー役、。

（b）元会員

クラブは、かつてどこかのクラブの会員であった者で、会員身分が終結した時点においてシニ

ア・アクチブ会員であった者またはシニア・アクチブ会員になりうる条件を備えていた者を、その

クラブのシニア・アクチブ会員に週ぶことができる。

（c）梅利と特典一シニア・アクチブ会員身分の制約

シニア・アクチブ会風は、すべて正会員と同一の揃利、特典および貴任をもつものとする。但

し、シニア・アクチブ会員は職業分類を保持せず、また、アディショナル正会員を描閏する椛利を

もたない。

（d）シニア・アクチブ会風の職業分額を充城する者

クラブは、シニア・アクチブ会貝の従事している職業の職業分類の下に、有資格者を入会させる

ことができる。

第６節バスト・サービス会員

パス1,．サービス会員は、職業分類を代表しないこと、および前述の第３節によるアディショ

ナル正会員を推薦する桶利をもたないことを除き、正会員のもつすべての椛利、特典および責任

を有するものとする。

（a）パス卜・サービス会風の資格条件

次の者は、パスト・サービス会、に該当する。

（ｉ）パスト・サービス会員一引退

現職から引退したが、その他の点では、適格の地位にあったことなど、国際ロータリー定款

第５条第３節の下にロータリー・クラブ会員の資格を備えている人は、これをパスト．サーピ

ス会員に選挙することができる。

（ii）パスト・サービス会員一職業分類の喪失

本人に落度がないのに他の事悩により職業分類を失ってしまう正会員は、クラブ理事会の決
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ｈ定によって､これをパスト・サービス会員に選挙することができる回～

（b ）入会金の免除Ⅷ

現または元会員がパスト・サービス会員に選ばれた掛合、２度目の入会金の支払を要しないもの
とする。

第７節二雷今且

同時に、本クラブと別のクラブにおいて、正会員、シニア・アクチブ会員またはパスト・サービス

会員になることはできない。さらに、いかなる人も本クラブにおいて、会員であると同時に名誉会員
の資格を保持することはできない。

第８節名誉会員

（a）名誉会員の資格条件

ロータリーの理想推進のために称賛に値する奉仕をした人を名誉会員に選挙することができる。

その人は、二つ以上のクラブで名誉会員身分を保持できる。

（b)椛利および特典

名誉会員は、入会金および会費の納入を免除されるが、投票梱をもたないし、クラブのいかなる

役職にもつくことができない。名誉会員は、職業分類を保持しない。しかし、本人が会員となって

いるクラブのあらゆる会合に出席することができ、その他クラブのあらゆる特典を享受することが

できる。名誉会員は、他のクラブにおいては、いかなる権利または特典も翌められないものとす

る。

第９節宗教、報道機関および外交官

複数の宗派の各代表者、撤数の新聞社またはその他の報道観閲の各代表者および複数の国の各国政

府代表外交官は、これらの職業分類の下に正会員となる資格を有するものとする。但し、これらの代

表者が組織規定に定められた資格条件を備えていることを要する。

第10節公職に就いている人

一定の任期のあいだ選挙または任命によって公職にある者は､当該公職の職業分額の下にクラブの

正会員となる資格を有しないものとする。この制約は、学校、大学その他の教育施設に奉職する者ま

たは裁判官に遡挙もしくは任命された者には適用されない。クラブの正会風で一定の任期をもった公

職に選挙または任命された者は、その公職に在任中、以前の職業分類の下に、引き続き正会員として

の身分を保持することができる。

第11節国際ロータリーの職員

クラブは、国際ロータリーに雇用されている会員の会員身分を保持せしめることができる。

第６条

職業 分類

第１節職業分類

（a）本クラブの各正会員は、その事業または専門職務に従って分類されるものとする。

（b）本クラブの各正会員の職業分類は本人の所風する商社、会社または団体の主要かつ一般世間がそ

のように狸めている噸業活動を示すものか、または、本人の主たるかつまた一般世間がそのように

翌めている耶業または専門職務を示すものでなければならない。
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（c）修正。理率会は、もし事情がこれを必要とする場合は、その裁量によって、在籍中の会員の職業

分類を是正または修正することができる。かかる是正または修正の提案については当該会員に対し

て然るべき予告を与えなければならない。そしてその会員には、これに対して聴聞の槻会が与えら

きれなければならない。

第２節制 限

正会員l認各職業分類から１名ずつとする。但し、２名以上の正会員が認められている３種の職業

分類、すなわち、宗教、報道機関および外交官の識業分類並びにアディショナル正会員については、

この限りでない。

第７条

出席

第１節

本クラブの各会員はクラブ例会に出席しなければならない。会員が、本クラブの例会に出席したも

のとみなされるには、例会に充当された時間の少なくとも６０パーセントに出席するか、または、次の

ような方法で欠席をメークアップしなければならない。

（a）本クラブの例会の定例の前の１４日または後１４日以内に、

（ｉ）他のロータリー・クラブまたは仮クラブの例会に充当された時間の少なくとも６０パーセント

に出席すること、または、

（ii）本クラブの指示によって、ローターアクト、インターアクト・クラブ、またはロータリー村蕗

共同隊、仮ローターアクト、仮インターアクト・クラブまたは仮ロータリー村落共同隊の例会に

出席すること、または、

（iii）国際ロータリー国際大会、規定審識会、国際協蟻会、国際ロータリー元並びに現役員のための

ロータリー研究会、国際ロータリー理事会を代行する国際ロータリー会長の承認を得て招集され

た国際ロータリー元、現並びに次期役風のためのロータリー研究会、または国際ロータリー理砺

/会の承遡を得た他の会合、ロータリー合同ゾーン大会、国際ロータリー委員会会合、ロータリー

地区大会、ロータリー地区協磯会、国隠ロータリー理事会の指示の下に開鮒された地区会合、地

区ガバナーの指示の下に開伽された地区委員会、または正式に公設されたロータリー・クラブの

都市連合会に出席すること。

（iv）他クラブの例会に出席の目的をもってそのクラブの例会定刻に定例会場に赴いたとき、当該ク

ラブが、定例の時川と場所に例会を開いていなかった場合。

（ｖ）会員が１４日以上にわたり海外で旅行している場合。会貝が旅行中他国で例会に出席するなら

ば、本項で決められているメークアップ期間に拘束されない。このような出席は、会貝の海外旅

〆行中本クラブに欠席した例会のメークアップとして有効とみなされる。

（vi）本クラブ理事会承惣のクラブの奉仕プロジェクトに出席すること。

（b)例会のときにも

（ｉ）本節（a）項の（iii）に挙げた会合の一つに出席のため、適切な直行日程による往復の途次に

ある場合。

（ii）国際ロータリーの役員または委員、ロータリー財団管理委員がロータリーの用務に桃わってい
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る場合。

Ｋiii）地区ガバナーの特別代褒として、新クラブ結成中、ロータリーの用務に桃わっている場合。

（iv）国際ロータリーに扇用されている者が、ロータリーの用務に桃わっている掛合。

（ｖ）メークアップする機会が全く得られないような僻迩の地で、地区、国際ロータリーまたはロー

タリー財団の提唱する奉仕邸業に直接かつ現実に従廟している柵合。

（vi）本クラブ理事会が正当に承認したロータリー用務に従事していて､本クラブの例会に出席でき

ない場合。

（vii）会員が国内の転勤先で長期にわたって紛れもなく働いている場合。会員の所属クラブと転勤先

の指定クラブ間の合意により、会員は、転勤中、指定クラブに出席できる。指定クラブ幹事が所

属クラブに適切な形で通知することによって、その出席が有効となり、所属クラブに出席が紀録

される。

第２節メークアップの通知本条第１節（a）項の（ii）、（a）項の（iii）、（b）項に記述されてい

るような場合、会員が自らクラブにその率実を報告すれば、それだけで出席とみなされるものとす

る。（a）項の（ｉ）および（iv）に記述されているような蝿合、会員が自らその旨報告するか、また

は、肪間先のクラブ幹噸が、通知を送ることができる。

第３節免除次のような場合、出席規定の適用は免除されるものとする。

（a）（ｉ）長期にわたる健康不良／傷害のため、または、ロータリー・クラブのない国に２週間以上滞

在するため、例会出席が現実に不可能であり、理駆会が、その欠席を承狸している場合。

（ii）ロータリー・クラブのない国に滞在していて欠席することを予定する場合、会員は、旅行に

出発する前に、あるいは、出発前が不可能なら、その国から欝面で、本クラブ幹蕊にその旨報

告するものとする。このような欠席を承狸する前に、理事会は、この旅行のため会員が本条第

１節（a）項に従って欠席をメークアップできないことを砿潔するものとする。

（b）シニア・アクチブ会員で、一つまたはいくつかのロータリー・クラブのロータリー歴と会員の年

齢の合計が８５年以上であること。さらに出席規定の適用を免除されたい希謎を、書面をもって、

クラブ幹率に通告し、理事会が承翌した粉合。煎述のカテゴリー（a）の（ｉ）と（ii）に該当する

会貝の欠席は、その出席を免除されているなら、当咳期間中クラブの出席記鰍に算入されない。前

述のカテゴリー（b）に該当する会員は、クラブの出席率の算出に使う会員数に含まれない｡その欠

席も出席率の算出に使わない。

第８条

理事および役員

第１節本クラブの管理主体は、本クラブの細則の定めるところによって栂成される理駆会とする。

第２節別段の規定によってここに特に定められた禍合を除き、あらゆるクラブの取項に関する理事会

の決定は最終であって、クラブに対して提訴する以外にはこれを覆す余地はない。理事会は全役員お

よび全委員会に対して総括的支配力を持つものとし、正当の理由ある場合は、そのいずれをも罷免す

ることができる。理砺会はあらゆる役員の決定およびあらゆる委員会の決定に対する拠所の裁定者と

なるものとする。理事会のいかなる決定についても、クラブに対して提脈することができる。このよ

うな拠所の粉合、提所の対象となった決定は、理那会が指定した例会において、定足数の出席を得
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て、その出席会、の３分の２の投票によってのみ覆すことができるものとする。そして、当該例会の

少なくとも５日前に、当骸提所の予告が、幹駆により、本クラブの全会風に対して与えられなければ
ならない。

第３節本クラブの役員は、会長も会畏エレクト、１名または数名の副会長、幹事、会計、および会場

監督とする。このうち、会長、会長エレクトおよび副会長は、全員理事会のメンバーとする。また、

幹事、会計および会場監督は、本クラブ細則の定めるところに従って、その全員または一部が理事会

のメンバーであっても、またはそうでなくても差し支えない。

第４節

１．各役貝は本クラブ細則の定めるところに従って選挙されるものとする。別段に規定されている会

長を除き、各役員は選挙された直後の７月１日に就任し、選挙された任期中または後任者が選挙さ

れかつ適格となるまで在任するものとする。

２．会長は、本クラブの細則の定めるところに従って、会長に就任する日の直前１８カ月以上２年以

内の期間内に、選挙するものとする。会長に選ばれた者は、会長に就任する年度直前の年度に理事

会のメンバーとなり会畏エレクトを務めるものとする。会長は、選挙により会長を務めることとな

ったロータリー年度の７月１日に就任し、会長として選挙された年度中、または後任者が選挙され

て就任するまで、その職務に当たるものとする。

３．各役員および各理事は、いずれも、本クラブの暇班なき正会員（アディショナル正会員を含

む）、シニア・アクチブ会員、またはパスト・サービス会員のいずれかでなければならない。クラ

ブ会長の任務と貴務をより深く理解するために、会長エレクトはガバナー・エレクトから特に免除

されない限り、会長エレクト研修セミナーと地区協踊会に必ず出席しなければならない。免除され

た粉合は、所属クラブによって指名された代理を必ず派遣しなければならない。この代理人は会長

エレクト本人に対し結果報告しなければならない。

第９条

入会金および会費

本クラブの正会貝、シニア・アクチブ会員、およびパスト・サービス会貝は、すべて入会金および年

会費として、本クラブ細則の定める金額を納入しなければならない。但し、本クラブの正会員からシニ

ア・アクチブ会員またはパスト・サービス会員になる者は、２度目の入会金の納入を要しないものとす

る。

第１０条

会員身分の存続

第１節期間

会員身分は、次に定めるところによって終結しない限り、本クラブの存する間存続するものとす

る。

第２節終結する場合

（a）会回が、会員身分の維持に必要な条件に欠けるようになったとき、会員身分は自動的に終結する

ものとする。但し、
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（ｉ）本人に落度がないのに他の砺梢により職業分類を失ってしまう正会員は、本クラブの理事会の
決定によって、パスト・サービス会員に選ばれることができる。または、

（ii）理駆会の承鯉を得て正会員が本クラブの区域限界外に移転するM；合、その移転して行く先の市

町村にあるロータリー・クラブを訪問して知り合いになってもらうために１カ年を超えない期間

を限って、出席義務規定の特別免除を与えてもらうことができる。但し、この場合、同人は引き

続き同じ職業分類の職業に現実に従事しており、かつ、引き続き出席その他すべてのロータリー

会員たる条件を満たしていることが前提である。または、

（iii）クラブの区域限界外へ移転する正会員は理耶会の承哩を得て会員身分を保持出来る。但し、

その会員は、同一職業分類の蝋業又は専門職務において依然として活動しており、ロータリー

会員身分に伴う出席､その他すべての条件に引き続き従わなければならない。

（iv）自己の責に帰すべからざる瓢由によって、その職業分類を失うこととなった正会員は、その

職業分類を引き続き保持することができ、そしてその職業分類または新しい職業分類の職業に

改めて就くために必要な期間として、１カ年を限り出席義務規定の特別免除が与えられるもの

とする。但し、出席その他すべてのロータリー会員としての資格条件を引き続き満たしていな

ければならない。その会員身分終結は許された免除期間終了後初めて発効するものとする。

（b）パスト・サービス会員が再び現実に事業または専門職務活動に復帰した場合、職業分類に空席が

あれば、自動的に正会員になるものとする。空席がなければ、パスト･サービス会員身分のままと

する。

（c）名誉会風の会員身分は、本人が選挙された日の直後の６月３０日をもって自動的に終結する。し

かしながら、理蛎会はその裁斌により、決蹴をもって、毎年このような名瞥会員身分を次年度に継

続することができる。

第３節再入会

正会員の会員身分が前提第２節の規定によって終結した場合、同人は、同じ職業分類または別の職

業分類の下に、新たに入会申込をすることができる。もし同人が会員に選ばれた場合、２度目の入会

金を納めることを要しない。

第４節終結一会費不払

１．所定の期限後３０日以内に会費を納入しない会員に対しては､;その分かっている最新の宛先に、

幹事が、書面をもって催告しなければならない。催告の日付後１０日以内に会費が納入されなけれ

ば、当該会員の会員身分は自動的に終結する。

２．このような元会員は、その嘆願がありかつクラブに対する同人のすべての負債が完済されれば、

理酬会の裁量をもって、会員身分に復帰させることができる。但し、同人の以前の職業分類が既に

充填されている場合は、いかなる元会員も正会員に復帰させることはできない。

第５節終結一欠席

（a）本クラブの名誉会員を除く会員は、

（１）ロータリー年度の各半期間において、メークアップを含むクラブ例会出席率が少なくとも６０

パーセントに連していなければならない。

（２）ロータリー年度の各半期間に開かれた所属クラブの例会総数のうち少なくともその３０パーセ

ントに出席しなければならない。
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会員が前記の規定通り出席出来ない場合、その会員身分は、理事会が正当かつ十分な理由がある

と阻めない限り、自動的に終結するものとする。

（b）本クラブの名誉会員を除く他の会員の会貝身分は、理事会が正当かつ十分な理由があると鯉めな

い限り、迎統４回例会に出席せず、またメークアップもしていない糊合、自動的に終結するものと

する。会員が現国際ロータリー役員である場合、任期満了まで、所属クラブの例会出席を免除され

るものとする。

第６節他の原因による終結

（a）いずれの会員も、会員としての資格条件に欠けるようになった蝋合は、特にその目的のために招

築された理耶会の会合において、理那会全員の３分の２を下らない鋳成投票によって、その会員身

分を終結せしめることができる。

（b）会員は資格条件を備えていても、理駆会が十分と認める理由があれば、特にその目的のために招

集された理砺会の会合において、理事会全員の３分の２を下らない衝成投票によって、その会員身

分を終結せしめることができる。

（c)前項(a）または（b)のいずれの場合も、当該会員は、かかる懸案案件について、少なくとも１０

日間の予告を寄面によって与えられて、理事会に対して愁而による答弁を拠出する機会を与えられ

なければならない。また、理事会に出頭して、自分の立場を釈明する権利を持つものとする。かか

る予告の通達は、対人配達便または書留郵便によって、分かっている般新の宛先に送付されなけれ

ばならない。

（d）会員身分を終結させる決定が行われた場合、幹UIfは、理砺会決定後７日以内に、その理事会の決

定を、窃面をもって、当該会貝に通告しなければならない。当該会員はかかる通告の日付後１４日

以内に、幹耶に対する替面をもって、本クラブに提訴するか、もしくは本定款第１４条に定める仲

介に脈えるか、いずれかの意思のあることを通告することができる。提訴する場合は、提訴を通告

する書面を受理してから２１日以内に行われるべき本クラブの例会において、当該提訴の聴聞を行

うために、理蛎会はその日取りを決定しなければならない。このようなクラブ例会およびその例会

で行う特別案件について、少なくとも５日間の予告が、替面をもって、本クラブの全会員宛に与え

られなければならない。そしてこのような提訴が霧凝される例会には、本クラブ会員のみが出席を
許される。

（e）本節の規定によって理事会が正会員の会員身分を終結せしめた場合、もし提訴があれば、これに

対する聴聞の期限が切れて本クラブの決定または仲介人の決定が発表されるまでは、本クラブは、

当咳会員の侍っていた職業分類の下に新しい会員を選挙してはならない。

（f）もしクラブに対する拠脈も行われず、仲介も要求されなかった場合は、理班会の決定は最終決定

となる。もし提豚が行われた場合は、本クラブの決定が駿終決定となる。

第７ 節 退会

いかなる会員も、本クラブからの退会申出は書面をもって行い（会長または幹事宛）、理事会によ

って受理されなければならない。但し、当該会員の本クラブに対するすべての負債が完済されている
ことを前提とする。

第８節資産関与桶一その放棄

いかなる理由によるにせよ、本クラブの会員身分を終結した者は、すべて、本クラブに属するいか
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なる資金その他の財産に対しても、あらゆる関与栃を喪失するものとする。

第１１条

Ｌ地域社会、国家および国際問題

第１節

地域社会、国家および世界の一般福祉は、本クラブの会員にとって関心事である。そしてこのよう

な福祉にかかわる公共問題の功罪は、会員各自が自己の意見をまとめるうえの啓蒙手段として、クラ

ブ会合における公正かつ理知的研究および討蹴の対象として適切な課題というべきである。しかしな

がら、本クラブは、いかなる係争中の公共問題についても窓見を表明してはならない。

第２節

本クラブは、公職に対するいかなる候補者も支持または推閲してはならないｂまた本クラブはいか

なるクラブ会合においても、かかる候補者の長所または短所を討議してはならない。

第３節

（a）本クラブは、政治的性質を持った世界問題または国際政策に関して、討蹴乃至見解を、採択した

り配布したりしてはならない。またこれに関して団体行勤を起こしてはならない。

（b）本クラブは、政治的性質を持った特定の国際問題の解決のために、クラブ、国民、政府に対して

嘆願してはならない。また、書状、演脱、提案を配布してはならない。

第４節ロータリーの発祥を記念して

１．本クラブは、ロータリーの創立記念日に始まる特別祝賀週間の期間中、ロータリーの奉仕活動を

強鯛しようとするものである。この週間は、毎年２月２３日に始まる１週間で、世界理解と平和週

ＩＭＩと呼称する。

２．この特別週間は、これまでの業績を振り返る機会となる一方、地域内と世界中で平和、理解、親

善のためのプログラムに重点を極く最適の機会となる。

第１２条

ロータリーの雑鯵

第１節本クラブが国際ロータリー理事会によって、国際ロータリー細則と合致する本条規定の適用を

免除されていない場合、本クラブの正会員、シニア・アクチブまたはパスト・サービス会員となるこ

とを受諾することにより、その会員は、会員身分を保持する限り国際ロータリーの機関雑鮭または国

際ロータリー理事会から本クラブに対して指定されている地域的なロータリー雑跨を有料で砺醜しな

ければならない。聯醜の期間は、６カ月を１期として取り扱い、本クラブの会興となっている限り継

続し、1期の中途で会風でなくなった溺合にはその期の末日をもって終わるものとする。

第２節聯読料は、半年ごとに、クラブが、その前払金を各会員から徴収し、国際ロータリーの事務局

または国際ロータリー理事会の指定によって餓読することとなった地域的出版物の発行所に送金しな

ければならない。

第１３条

綱領の受諾と定款・細則の遵守
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会員は、入会金と会費を支払うことによって、綱領の中に示されたロータリーの原則を受諾し、本ク
ラブの定歌，細則に従い、その規定を遵守し､これに拘束されることを受諾するものとする。そしてこ

れらの条件の下においてのみ、会員は、本クラブの特典を受けることができる。いかなる会員も、定
款・細則の印刷物を受け取らなかったことを理由として、定款・細則の遵守を免れることはできない。

第 １ ４ 条

仲介

会員身分の問題その他定款・細則の違反に関連して、もしくは会員のクラブからの除名に関連して、

もしくはその他何駆によらず、これらの場合のために規定されている手続によっては潤足に解決できな

い意見の食い違いが、会員または元会風と本クラブまたは本クラブの役員または理廟会とのあいだに起

こった場合は、その問題は、仲介によって解決さるべきものとする。両当事者はそれぞれ１名の仲介人

を指定し、両仲介人は１名の裁定人を指定しなければならない。裁定人または仲介人にはロータリー・

クラブの会員のみが指定されることができる。仲介人によって到逮された決定もしくは両仲介人が一致

点に連し得なかった柵合の裁定人による決定が、最終であって、当事者すべてを拘束するものとする。

第１５条

細 則

本クラブは、国際ロータリーの定款・細則（および地域管理が認められている場合には地域管理の手

続規則）および本定款と矛盾しない細則を採用しなければならない。細則は、本クラブの管理のため

に、さらに追加規定を設けるものとする。同細則は、細則中に定めるところに従って時々改正すること

ができる。

第 １ ６ 条

解釈の仕方

本クラブ定款の全部を通じて男性代名詞（ｈｅ、ｈｉｓ、ｈｉｍ）又は女性名称が使われていたとし

ても、それは男女を含むものとする。

第１７条

改 正

第１節時

本条第４節に規定されている場合を除き、本定款は、規定審鱗会によってのみ改正できる。その方

式については、国際ロータリー細則の改正について同細則で定めているものと同じとする。

第２節提案者

本定款の改正は、本条第４節に定める場合を除き、クラブ、地区大会、グレート・プリテンおよび

アイルランド内国際ロータリー審蟻会もしくは大会、規定審議会または国際ロータリー理事会のみが

提案することができる。

第３ 節 手続

１．本定款を改正しようとする提案は、すべて規定審蟻会の開かれる年の前年の６月３０日までに、
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国際ロータリー駆務総長の許に提出され救ければならない。

２．国際ロータリーの事務総長は、適法に提案されたすべての改正案の写しを、規定審醗会が開かれ

る日の少なくとも１２０日前までに、各地区ガバナーに５部、規定審磯会の全櫛成員に１部、希望

したクラブの幹EIIにＩ部郵送しなければならない。改正案は、ロータリー・ワールドヮイド･ウェ

ブのホームページからも入手できるようにしなければならない。手続要覧の削除や追加の詳細を付

した改定案の要旨は各クラブに送付するものとする。１

３．審議会は、適法に審議会に提案された改正案、並びに適法に審議会に提出されたその修正案を、

ひとつひとつ審蟻して、これに対する採否の決定を行わなければならない。

第４節本定款の第１条（名称）および第２条（区域限界）は、定足数を満たした数の会貝が出席した

本クラブの例会においていつでも、投票する出席会員の過半数の賛成投票によって、改正することが

できる。但し、当該改正案の通告が、これを謡する例会の少なくとも１０日前に、各会員に郵送され

なければならない。そしてさらに、かかる改正は、国際ロータリー理事会に提出してその承潔を求め

なければならない。その承認があって初めてその改正は効力を発するものとする。アデイショナル・

クラブ結成のための区域の劉随もしくは共有を拒否した決定を、地区ガバナーあるいは国際ロータ

リー理駆会の指示により、再審錨する粉合、国隙ロータリー細則2.020.4節に規定するように、３分

の２の投票が前回の否決決蕊を支持するために必要である。
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第１条

理事および役員の選挙

第１節役員を選挙すべき会合の１カ月前の例会において、その識長たる役員は会員に対して、会長

（次次年度）、副会長、幹率、会計および６名の理顛を指名することを求めなければならない。その

指名は、クラブの決定するところに従って指名委員会または出席全会員のいずれか一方または双方に

よって行うことができる。もし指名委員会を設けるように決定されたならば、かかる委員会はクラブ

の定めるところに従って設脳されなければならない。適法に行われた指名は各役職ごとにアルファペ

ット順に投票用紙に記載されて年次総会において投票に付せられるものとする。投票の過半数を狸得

した会長、副会長、幹事および会計がそれぞれ咳当する役職に当選したものと宣言されるものとす

る。投票の過半数を柵た６名の理耶候補が理率に当選したものと宣言されるものとする。前記の投票

によって遡挙された会畏は、その選準のあと、７月１日に始まる年度に、会長エレクトとして理砺会

のメンバーを務め、会長エレクトとして理事会のメンバーを務めた年度直後の７月１日に、会長に就

任するものとする。

第２節選挙された役員および理砺に直前会長を加えて理事会を櫛成するものとする。選挙によって決

定した次年度理率会は、１週間以内に会合してクラブ会員の中から会場監督を務める者を選任しなけれ

ばならない。

第３節理事会またはその他の役職に生じた欠貝は残りの理事の決定によって補填すべきものとする。

第４節役員エレクトまたは理率エレクトの地位に生じた欠貝は残りの被選理班の決定によって補城す

べきものとする。

第一２条

理事会

本クラブの管理主体は本クラブの会員１１名より成る理邸会とする。すなわち本細則第1条第１節に基

づいて選挙された６名の理事、会長、副会長（会長エレクト)、幹躯、会計および直前会長である。

第３条

役員の任務

第１節会長

本クラブの会合及び理耶会の会合において釧長を務め、その他通常その職に付随する任務を行なう

ことを以て会長の任務とする。

第２節副会長（会長エレクト）

会長不在の粉合は本クラブの会合及び理率会の会合において蹴長を務め、その他通常その職に付随

する任務を行なうことを以て副会長の任務とする。副会長は会長エレクトを兼ねる。

第３節幹事

幹率の任務は、会員の記録を整理保管し、会合における出席を記録し、クラブ、理噸会および委員
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会の諸会合の通知を発送し、これらの会合の錨嘩録を作ってこれを保管し、毎年１月１日および７月１

日現在をもって国際ロータリー事務総長に対して行わなければならない半期会員報告、半期報告を提

出した７月１日または１月１日よりも後にクラブ会員に遡ばれた正会員、シニア・アクチブ会負、パス

ト・サービス会員について１０月１日と４月１日に砺務総長に提出する四半期会員報告、国際ロータ

リー事務総長に対して行うべき会員資格変更報告､毎月の最終例会の直後地区ガバナーに対して行わ

なければならないクラブ例会の月次出席報告を含む、諸種の義務報告を国際ロータリーに対して行

い、ロータリアン誌の聯暁料を徴収してこれを国際ロータリーに送金し、その他通常その職に付随す
①

る任務を行うにある。

第４節会計

会計の任務は、すべての資金を管理保管し、毎年１回及びその他理事会の要求ある毎にその脱明を

行ない、その他通常その職に付随する任務を行なうにある。その職を去るに当たっては、会計はその

保管する総ての資金、計算嘘諏、その他あらゆるクラブ財産を、その後任者又は会長に引継がなけれ

ばならない。

第５節会場監督

会場監醤の任務は、通常その職に付随する任務及びその他会長又は理耶会によって定められる任務

とする。

第４条

会合

第１節年次総会

本クラブの年次総会は毎年１２月に開催されるものとする。そしてこの年次総会において、次年度

の役員及び理駆の選挙を行なわなければならない。

第２節

本クラブの毎週の例会は水咽日１２時３０分に開脳するものとする。例会に関するあらゆる変更又

は例会の取消しはすべてクラブの会員全部に然るべく通告されなければならない。

本クラブの珊砿なき会興はすべて、名誉会員（又は標準クラブ定款第７条第３節の規定に基づき、

本クラブ理事会によって出席を免除された会員）を除き、例会の当日、その出席又は欠席が肥録さ

れ、その出席は、本クラブ又は他のロータリー・クラブにおいて、その例会に充当された時間の少な

くとも６０パーセント出席していたことが実証されなければならない。

第３節

会員総数の３分の１を以て本クラブの年次総会及び例会の定足数とする。

第４節

定例理噸会は毎月第２週水咽日に開催されるものとする。鰹時理覗会は会長がその必要ありと認め

た時又は理事会のメンバー２名の要求あるとき、会長によって召集されるものとする。但し､その場合

然るべき予告が行われなければならない。

第５節

理邸会のメンバーの過半数を以て理駆会の定足数とする。
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